
火山防災エキスパート派遣に係る参考資料 

【富士山】 

 

【目次】 

 

１． 日程･参加者等 ..................................................... 1 
２． 派遣先において直面している課題や問題意識 .......................... 1 
３． 富士山の概要 ...................................................... 2 

（１） 富士山の概要 ................................................. 2 

（２） 過去の火山活動と現在の状況 ................................... 2 

① 1707 年の噴火活動（宝永噴火） .................................... 2 

② 現在の活動状況 .................................................. 3 

４． 茅ヶ崎市の状況 .................................................... 4 

（１） 富士山火山防災対策協議会 ..................................... 4 

（２） 茅ヶ崎市への噴火の影響 ....................................... 5 

５． 火山防災対策に関する取り組み状況 .................................. 7 

（１） 神奈川県の取組 ............................................... 7 

① 神奈川県富士山火山広域避難指針（令和５年３月） .................. 7 

② 神奈川県版「富士山火山防災マップ」（令和５年１月） ............... 8 

（２） 茅ヶ崎市の取組 ............................................... 9 

（３） 大規模噴火時の広域降灰対策について .......................... 10 
 

 

 

令和６年２月  



 



 

1 

 

１．日程･参加者等 

■派遣内容  降灰対応に関する講話と意見交換 

■派遣日時  令和６年３月７日（木） 

■派遣場所  茅ヶ崎市役所 

■派遣先事務局 茅ヶ崎市くらし安心部防災対策課 

■派遣エキスパート 三浦 秀明（火山防災エキスパート、 

元宮崎県危機管理局危機管理課専門主事） 

■参加者  茅ヶ崎市防災対策課職員 ２名程度 

 

２．派遣先において直面している課題や問題意識 

茅ヶ崎市は、富士山の噴火に伴う火砕流や溶岩流等の影響はないものの、火山灰が最

大 30 センチ程度積もると想定されている地域である。市では対策として、市域内での

避難所へ避難するか、広域避難するかなどの応急対策活動の在り方について、検討を進

めていきたいと考えている。しかし、降灰への対応経験がなく、降灰に関する知見も乏

しく、また、近年の日本国内において、茅ヶ崎市で想定されているような規模の降灰に

対応したことはない。そこで、市は、降灰の規模に関わらず過去の噴火災害における降

灰の影響や対応等の事例について知り、知見を深めたいと考えている。 

今回のエキスパート派遣では、過去の噴火災害における降灰時の対応や降灰対策への

取り組みについての講話や助言が期待されている。 
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３．富士山の概要 

（１） 富士山の概要 

1707 年の噴火では南東山腹から噴火し、江戸方面への大量の降灰など甚大な被害を

及ぼした。近年では 2000～2001 年の深部低周波地震が多発、2011 年 3月 15日には静

岡県東部（富士山の南部付近）で M6.4が発生し、その後も地震活動は低下しつつも継

続している。 

出典：「気象庁編（2013）日本活火山総覧（第 4 編）」 
（https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/STOCK/souran/main/55_Fujisan.pdf） 

（２） 過去の火山活動と現在の状況 

① 1707年の噴火活動（宝永噴火） 

1707 年に発生した噴火（宝永噴火）の概要を以下に示す。 

 ＜宝永噴火の経過＞  

 
出典：「火山噴火予知連絡会（2003）富士山ワーキンググループ成果報告書」 

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/fujisanWG/f
ujisanWG.pdf） 

 

https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/STOCK/souran/main/55_Fujisan.pdf
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/fujisanWG/fujisanWG.pdf
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/fujisanWG/fujisanWG.pdf
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＜宝永噴火による降灰分布図＞ 

出典：「富士山ハザードマップ検討委員会中間報告（2002）」 
（https://www.bousai.go.jp/kazan/fuji_map/pdf/fujihm_ir_hr.pdf） 

 

② 現在の活動状況 
【以下、令和５年 12月発表「富士山の火山活動解説資料」より抜粋】 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められませ

ん。噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はあ

りません。 

 

噴気など表面現象の状況 萩原監視カメラ（富士山山頂の東南東約 18km）による

観測では、噴気は認められません。 

地震や微動の発生状況 火山性地震の発生は少なく、地震活動は低調に経過し

ています。 

火山性微動や浅部の低周波地震は観測されていませ

ん。 

地殻変動の状況 地殻変動観測では、火山活動によるとみられる特段の

変化は認められません。 

出典：「気象庁火山活動解説資料（2023 年 12 月）」 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-

act_doc/tokyo/23m12/314_23m12.pdf） 

 

https://www.bousai.go.jp/kazan/fuji_map/pdf/fujihm_ir_hr.pdf
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/23m12/314_23m12.pdf
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/23m12/314_23m12.pdf
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４．茅ヶ崎市の状況 

（１） 富士山火山防災対策協議会 

富士山火山防災対策協議会の構成機関は以下のとおり。 

茅ヶ崎市は火山災害警戒地域に指定されておらず、参画していない。 

 

＜富士山火山防災対策協議会構成機関（R5.4 時点）＞ 

区分 機関 

都道府県 

及び 

市町村 

（第１号） 

神奈川県知事、相模原市長、小田原市長、南足柄市長、大井町

長、松田町長、山北町長、開成町長 

山梨県知事、富士吉田市長、都留市長、大月市長、上野原市長、

身延町長、西桂町長、忍野村長、山中湖村長、鳴沢村長、富士河

口湖町長 

静岡県知事、静岡市長、沼津市長、三島市長、富士宮市長、富士

市長、御殿場市長、裾野市長、清水町長、長泉町長、小山町長 

地方気象台等 

（第２号） 

気象庁地震火山部火山監視警報センター所長、横浜地方気象台

長、甲府地方気象台長、静岡地方気象台長 

地方整備局 

（第３号） 

関東地方整備局長、中部地方整備局長 

陸上自衛隊 

（第４号） 

陸上自衛隊第１師団師団長 

警察 

（第５号） 

神奈川県警察本部長、山梨県警察本部長、静岡県警察本部長 

消防 

（第６号） 

相模原市消防局長、小田原市消防本部消防長、都留市消防本部消

防長、富士五湖広域行政事務組合消防本部消防長、大月市消防本

部消防長、峡南広域行政組合消防本部消防長、上野原市消防本部

消防長、静岡市消防局長、富士宮市消防本部消防長、富士市消防

本部消防長、御殿場市・小山町広域行政組合消防本部消防長、駿

東伊豆消防本部消防長、富士山南東消防本部消防長 

火山専門家 

（第７号） 

山梨県富士山科学研究所、砂防・地すべり技術センター、日本大

学、静岡大学、神奈川県温泉地学研究所、静岡県富士山世界遺産

センター 

その他 

（第８号） 

山梨県教育委員会、内閣府政策統括官（防災担当）付、環境省関

東地方環境事務所富士箱根伊豆国立公園管理事務所、林野庁関東

森林管理局計画保全部、国土地理院関東地方測量部、伊豆箱根鉄

道株式会社、小田急電鉄株式会社、岳南電車株式会社、東海旅客

鉄道株式会社、中日本高速道路株式会社東京支社、中日本高速道

路株式会社八王子支社、東日本旅客鉄道株式会社八王子支社、東

日本旅客鉄道株式会社横浜支社、富士山麓電気鉄道株式会社 
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（２） 茅ヶ崎市への噴火の影響 

富士山ハザードマップ検討委員会報告書（平成 16年）では、富士山山頂で宝永規

模の噴火が発生した場合の降灰可能性マップとして以下とおり示された。 

茅ヶ崎市では、10 ㎝～30cmの降灰が想定されている。 

 

＜降灰可能性マップ＞ 

「富士山ハザードマップ検討委員会報告書（平成 16 年）」
（https://www.bousai.go.jp/kazan/fuji_map/pdf/report_200406.pdf）を基に作成 

 

  

茅ヶ崎市 

https://www.bousai.go.jp/kazan/fuji_map/pdf/report_200406.pdf
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令和３年３月に改定された富士山ハザードマップによると、富士山の噴火による火

砕流や溶岩流等の影響範囲に茅ヶ崎市は含まれていない。 

 

＜富士山ハザード統合マップ（令和３年３月改定）＞ 

出典：ハザード統合マップ 
（https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/190/2

3_hazardall.pdf） 

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/190/23_hazardall.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/190/23_hazardall.pdf


 

7 

 

５．火山防災対策に関する取り組み状況 

（１） 神奈川県の取組 

①神奈川県富士山火山広域避難指針（令和５年３月） 

令和３年３月の「富士山ハザードマップ」の改定に伴い、神奈川県において、

関係市町等を構成員とする「神奈川県富士・箱根火山対策連絡会議 溶岩流ワーキ

ンググループ」を設置し、富士山噴火時における、関係機関との連絡調整体制

や、避難を進める手順などの検討を進め、広域避難に関する基本的な事項や考え

方を「神奈川県富士山火山広域避難指針」として策定した。 

当該指針では、溶岩流による影響を対象とした広域避難の在り方を検討してい

る。 

 

出典：神奈川県富士山火山広域避難指針 
（https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8915/kanagawa_fuji_shishin.pdf） 

  

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8915/kanagawa_fuji_shishin.pdf
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②神奈川県版「富士山火山防災マップ」（令和５年１月） 

県 HPでは、神奈川県版「富士山火山防災マップ」が公開されている。 

 

 

 
出典：神奈川県版「富士山火山防災マップ」 

（https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8915/fujisan-kazannbousaimap.pdf） 

 

 

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8915/fujisan-kazannbousaimap.pdf
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（２） 茅ヶ崎市の取組 

茅ヶ崎市地域防災計画には、「火山の概要」、「火山情報の伝達体制」、「予防対

策」、「災害時の応急対策活動」が記載されている。 

特に、降灰対策について、以下の事項が記載されている。 

【降灰による影響】 

 火山灰を吸い込むと、呼吸器系の疾患にかかりやすくなるなどの健康被

害が発生する 

 屋根に堆積した火山灰の重みにより、木造建築物等が倒壊する可能性が

あり、堅牢な建物への避難が必要となる 

 木造家屋等は、屋根に 30㎝以上の火山灰の堆積により、屋根が抜けたり、

建物が倒壊する可能性がある 

 降灰後の降雨により、土石流の発生の可能性が高まる   等々 

【火山灰から身を守るための対策】 

 自動車が巻き上げる火山灰が視界をふさいだり、スリップしたりにつな

がるため、原則、運転を控える 

 家屋に火山灰の侵入を防ぐため、ドアや窓を閉める 

 のどや目を守るため、ゴーグルや防塵マスクで防護する   等々 

 

  

出典：茅ヶ崎市地域防災計画 風水害対策計画 特殊災害対策計画 
（https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/

001/001/293/0402huusui.pdf） 

 

 

  

https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/001/293/0402huusui.pdf
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/001/293/0402huusui.pdf
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（３） 大規模噴火時の広域降灰対策について 

大規模噴火時の広域降灰対策の基本的な考え方を検討するため、平成 30年 8月

に中央防災会議 防災対策実行会議に「大規模噴火時の広域降灰対策検討ワーキン

ググループ」が設置された。 

本ワーキンググループでは、国や指定公共機関、地方公共団体等が首都圏にお

ける大規模噴火時の降灰対策の検討を行う際の前提となるよう、まずは大規模噴

火時に降灰によりどのようなことが起こるのかを検討し、これを基に大規模噴火

時の広域降灰対策の基本的な考え方について検討を行った。 

 

  

 

出典：大規模噴火時の広域降灰対策について―首都圏における降灰の影響と対策― 
～富士山噴火をモデルケースに～（報告）（令和２年４月７日公表） 

（https://www.bousai.go.jp/kazan/kouikikouhaiworking/pdf/syutohonbun.pdf） 

https://www.bousai.go.jp/kazan/kouikikouhaiworking/pdf/syutohonbun.pdf
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